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研究成果の概要（和文）：全国の総合型地域スポーツクラブの約 3 割にすでに障害者が参加し

ていた。規模の大きなクラブに障害者が所属している場合が多い。障害者が参加するために様々

な工夫をしているところもあるが、配慮なく参加している場合もあった。日本体育協会公認指

導者に障害者のスポーツ指導のために必要なものについて尋ねたところ、リスクマネジメント

や障がい者との対応方法に不安を持っている人が多いことが明らかになった。 
研究成果の概要（英文）：The percentage of people with disabilities who joined the club 
was 31.4%.  The clubs that provide the sports programs care for people with 
disabilities are compared to the other clubs, a large number of members and annual 
budget, many clubs have legal personality. It is suggested that people with disabilities 
tend to participate in the club that has much members and more stable economic base. 
Many instructors felt anxiety with regard to risk management and how to work with 
people with disabilities in providing sports instruction. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2009 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2010 年度 600,000 180,000 780,000 

2011 年度 600,000 180,000 780,000 

2012 年度 700,000 210,000 910,000 

  年度    

総 計 3,000,000 900,000 3,900,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学、スポーツ科学 
キーワード：障害者スポーツ 
 
１． 研究開始当初の背景 
（1）平成 12 年、スポーツ振興基本計画の中
で生涯スポーツ社会実現の手段として総合
型地域スポーツクラブの推進が謳われた。そ
の特徴の一つは障害者を含む「誰もが、それ
ぞれの体力や年齢、興味・目的に応じてスポ
ーツに親しむことができる」というものであ
る。平成 18 年に改定された基本計画では障
害者の地域でのスポーツ参加促進に言及し
ている。しかし、障害者が参加している総合

型地域スポーツクラブは非常に少なく、障害
者のスポーツ実施率は健常者と比べて極め
て低いのが現状である。 
また、障害者が特別支援学校等卒業後に、

スポーツを継続的に実施する場が少ないこ
とが指摘されている。特別支援学校の場合、
居住地の小学校区から離れて通学すること
が多く、居住地域にスポーツを行う基盤がな
いことが原因の一つとなっている。 
こうしたことから、総合型地域スポーツク
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ラブに障害者や障害者スポーツを統合する
ことは、総合型地域スポーツクラブを名実と
もに｢総合型｣とすると同時に、障害のある人
の卒後のスポーツの場を保障することにも
つながり、障害者のスポーツ実施率向上に必
要不可欠な手段といえる。しかし、障害者を
含む統合的スポーツクラブのあり方につい
て明らかにした研究はほとんどない。 
 

（2）地域において障害者のスポーツ参加を
阻害している要因の一つに「障害者も指導で
きるスポーツ指導者」の少なさがあげられる。
また、小中学校においても障害のある子ども
の体育に苦慮している状況が報告されてい
る（斉藤：2007 年）。これらはスポーツ指導
者や教員養成カリキュラムに、障害者のスポ
ーツ指導に関する知識や技術に関する科目
が組まれていないことが最大の原因である。
また、障害児・者のスポーツ指導に関する情
報を得ようにもそうした情報源も少ないの
が現状である。 
 
２.研究の目的 
（1）本研究では、総合型地域スポーツクラ
ブへの障害者の参加実態を明らかにし、そこ
から障害者の統合のあり方のいくつかのモ
デルを示し、障害者を含む統合的クラブマネ
ジメントの方法を明らかにする。これにより
地域での障害者スポーツの振興の一助とす
ることを目的とする。 
 
（2）地域スポーツ指導者が障害者を指導す
る際に必要な具体的な技術、知識、経験内容
を明らかにし、障害者も指導できるスポーツ
指導者像を明確にすることを目的とする。 
 
（3）併せて 2010 年現在の障害者のスポーツ
実践者の実態を明らかにする。 

 
３．研究の方法 
 上記 3つの目的を達成するために次のよう
な方法をとった。 
（1）第 1調査。総合型クラブに対してクラ
ブの属性、障害者の参加実態、クラブマネジ
メントに関するアンケート調査及び聞き取
り調査を実施した。総合型クラブに対するア
ンケート調査はあらかじめ協力の内諾が得
られた都道府県の広域スポーツセンターを
通じて実施された。回答は指定のインターネ
ットホームページにアクセスし、ネット上で
アンケートに答えるか、もしくは郵送の調査
票回答用紙をファックスで返送するかいず
れかの方法によって行われた。回答方法の選
択は各広域スポーツセンターが行った。北海
道、大阪府、兵庫県、熊本県を除く 43 都府
県の広域スポーツセンターから協力の内諾
が得られ、1431 の総合型クラブに対して回

答を依頼し 468 クラブから回答が得られた
（回収率は 32.7％）。調査期間は 2009 年 12
月 1 日から 2010 年 1 月 31 日までの 2 か月
間であった注 7）。また、アンケート調査の後に
障害者の参加している総合型クラブに対し
てクラブ立ち上げの状況と障害者が最初に
参加した経緯に関して電話による聞き取り
調査を行った。データの集計および統計分析
は IBM SPSS Statistics 18.0 によって実施
した。 
その後典型的なクラブに出向きフィール

ド調査を行った。 
 

（2）第 2調査（公財）日本体育協会および
（公財）日本障害者スポーツ協会の協力を得
て、スポーツ指導者資格（指導員、上級指導
員、コーチ、上級コーチ、教師、上級教師、
ジュニアスポーツ指導員、スポーツプログラ
マー、フィットネストレーナー、アシスタン
トマネージャー、クラブマネージャー、アス
レチックトレーナ）1000 人に対してアンケー
ト調査を実施した。調査期間は 2011 年 12 月
14日から2012年 1月 14日までの 1か月間で
ある。 
 調査項目は指導者の属性に関するものが
（指導経験年数、性別、年齢、専門競技、取
得資格の種類、障害者のスポーツ指導経験の
有無）6項目である。身体障害者や知的障害
者、障害者スポーツ、障害者のスポーツ指導
に対する意識に関する内容が 20 項目（表１
参照）である。これら 20 項目に関しては 5
件法にて回答を求め、より理解が進んでいる
と考えられる回答（全く反対）に 5点、理解
が十分ではないと考えられる回答（全くその
通り）に 1 点を与えた。その他、障害者のス
ポーツ指導に関して不安に感じる点や知識
を身につけたい内容等 4項目である。 
 
（3）第 3調査。調査対象は 2010 年に千葉県
で開催された第 10 回全国障害者スポーツ大
会に参加した身体障害者 1,247 名である。ス
ポーツ活動に関する調査項目として、週当た
りの練習回数、1 回あたりの練習時間、主な
練習場所、練習場所までのアクセス、障害の
ない人との練習の有無、スポーツをしていて
良かったこと、スポーツをする際に困ること
について尋ねた。スポーツに対する意識に関
する項目として、勝利に対する意識、大会参
加に対する意識、技術向上に対する意識、ル
ールに関する意識について尋ねた。回答者の
属性に関する項目として、性別、年齢、参加
競技、障害、障害等級、出場競技について尋
ねた。調査は日本障害者スポーツ協会の協力
のもと、大会開催前日の監督会議にて調査票
を各都道府県・政令指定都市選手団関係者に
手渡し、選手への調査票配布、回答、郵便に
よる返送（個々人が行う）を依頼する形で実



施した。調査期間は 2010 年 10 月 22 日～11
月 15 日であった。 
 
４．研究成果 
以上の調査から次のような結果（成果）を得
た。 
（1） 第 1調査から 

①障害者が参加している総合型クラブの割
合は 31.4％であった。身体障害者、知的障
害者の参加が多く、内部障害者、精神障害
者、重複障害者の参加は少なかった。また、
同一障害内では音声・言語・咀嚼障害を除
き、女性よりも男性の参加率が高かった。 

②3 タイプのクラブの比較では「A タイプの
クラブ」に会員数や年間事業予算規模が大
きく、法人格を持つクラブが多かった。ク
ラブの規模が大きく、経済的基盤が安定し
ているクラブに障害者が参加しやすする
傾向にあることが示唆された。 

 

③「A タイプのクラブ」と「B タイプのクラ
ブ」の比較では、「A タイプのクラブ」の
ほうに情報提供を工夫したり、プログラム
運営や安全管理上の工夫しているクラブ
が多かった。また、そうしたクラブでは行
政からの支援を得たり、他の組織と連携し
たりするなど外部資源を有効利用してい
るところが多いことが明らかになった。 

④各総合型クラブへ初めて障害者が参加す
るに際しては「A タイプのクラブ」では障
害者の関係者等を通じてとしたクラブが
過半数を占め、「B タイプのクラブ」では
チラシなどを見た人が一般応募によって
参加するようになったとするクラブが過
半数を占めた。 

その後に実施したフィールド調査からは以
下のことが明らかになった。 
① クラブの理念に関してAおよびBクラブ

では障害者と健常者の交流が重要な柱と
なっていた。また、3 クラブとも地域に
根ざしたクラブという点では共通してい
た。 

② 障害者が健常者とともに参加するプログ
ラムには三つのタイプの種目がある。一
つは健康づくりなどの軽スポーツである。
もう一つは卓球、バドミントン、テニス、
陸上競技など一般の競技スポーツである。
三つめはシッティングバレーボールや車
いすバスケットボール体験などの障害者
スポーツである。 

③ 3 クラブともクラブの理念やクラブ経営
の指針は明確である。障害者の参加もそ
の中で位置づけられ意義づけられている。 

④ 3 クラブともクラブ立ち上げのときに障
害のある当事者や障害者スポーツ指導者
資格を持っている人や聾学校教員など障
害者のことを理解しているスタッフが存
在していた。障害者が総合型地域スポー
ツクラブに参加するに際しては障害者を
理解する人がいることが促進要因となっ
ていることが示唆された。 

⑤ 障害者が参加するに際してのクラブ運営
上の工夫として、スタッフの資質向上や
障害者に対する対応に関すること、障害
者も受益者負担をしていること、障害の
ない参加者への理解の促進、障害のある
参加者の参加促進、外部資源の有効利用
をあげることができる。 

 
（2）第 2 調査から回答者の 24.9％は障害者
のスポーツ指導の経験を有していた。 
①身体障害者がスポーツを実施する能力に
理解をする人が多い一方で、障害者は特別
な能力を有する人など障害者は健常者と
違う人だと理解する人も多かった。 

②障害者スポーツの面白さや運動技術の必
要性を理解する人が多い一方で、障害者ス

障害者の参加に関わるクラブマネジメントに関する「Aタイプのクラブ」と「Bタイプのクラブ」の比較結果

質問項目 回答内容
Aタイプのクラブ

(n=42)
Bタイプのクラブ

（n=105）
χ2

Cramer's v
有意差

同じ 64.3 73.3 1.187 ―
安い 35.7 26.7 -0.900 ―
赤字 26.2 7.6 9.194 **
赤字でない 73.8 94.2 0.250 **
あり 14.3 3.8 5.193 *
なし 85.7 96.2 1.880 *
あり 50.0 15.2 19.247 **
なし 50.0 84.8 0.362 **
あり 61.9 21.0 22.879 **
なし 38.1 79.0 0.395 **

あり 38.1 14.3 10.220 **

なし 61.9 85.7 0.264 **

あり 61.9 23.8 19.216 **

なし 38.1 76.2 0.362 **
あり 64.3 39.0 7.687 **
なし 35.7 61.0 0.229 **
あり 9.5 4.8 1.184 ―
なし 90.5 95.2 0.090 ―
あり 14.3 9.5 0.701 ―
なし 85.7 90.5 0.069 ―
あり 26.2 20.0 0.675 ―
なし 73.8 80.0 0.068 ―

障害者の施設利用上の
問題点
障害者参加に関わる
運営上の問題点

障害者参加に関わる
安全面の配慮

障害者参加に関わる
情報提供の工夫

障害者参加に関わる
運営上の工夫

障害者参加に対する
反対意見

障害者と健常者
の会費の差

障害者参加に関わる
行政支援

障害者参加事業の経費
が赤字か否か

障害者参加に関わる
ボランティア確保
障害者参加に関わる
他組織との連携



ポーツは障害者のみが参加する特別なス
ポーツと考える指導者も多くみられた。 

③障害者のスポーツ指導はやりがいがある
と感じているものの、不安や困難さを感じ
る指導者が多かった。 

④身体障害者や知的障害者、障害者スポーツ、
障害者のスポーツ指導に対する理解は年
代別では 60 代の指導者に他の年代と比べ
て理解度が低い人が多くみられた。 

⑤障害者のスポーツ指導経験のある指導者
に身体障害者や知的障害者、障害者スポー
ツ、障害者のスポーツ指導に対する理解度
が高い人が多くみられた。 

⑥ 障害者のスポーツ指導に際してはリスク
マネジメントや障害者との対応方法に不
安を感じている指導者が多かった。 

⑦ 障害者のスポーツ指導のために、障害者
に対するスポーツ指導方法、緊急時対応、
障害者との対応方法を学びたいとする指
導者が多かった。 

これらの結果を踏まえたうえで、体協のス
ポーツ指導者をはじめ地域のスポーツ指導
者のニーズに応じた講習会等が開催される
ことが望まれる。 
 
（3）第 3調査から 

①回答者の属性は男性の比率が 68.8％と高
かった。年代については39歳以下が44.1％、
40歳以上が 55.9％と 40代以上の出場者が
多かった。障害程度については重度障害者
の参加比率が高く、65％以上である。続い
て中度、軽度であった。複数回参加者の比
率が 75.0％と高かった。 

②練習時間は 1時間以内と回答した人の比率
は 22.8％、2 時間以内と回答した人は
40.2％、3 時間以内とした人は 21.0％であ
った。練習場所は障害者スポーツセンター、
一般公共施設、民間施設と答えた人の割合
が高く、公園や自宅、道路と答えた人の割
合は低かった。障害のない人との練習の機
会は 41.4％の人があると回答した。 

③スポーツをして一番良かったことは「友人
が増えた」（38.1％）であった。スポーツを
行う時に最も困ることとしては「経済的側
面」をあげる人が多かった。 

④勝利意識については「勝つことを目指す」
と答えた人の割合 63.6％であった。大会に
関しての意識では「大会を目指して頑張
る」と答えた人の割合が 69.2％であった。
技術向上に対する意識では「技術向上を目
指したい」と答えた人の割合が 71.1％と大
半であった。ルールに関しての意識では
「公式ルールでやりたい」と答えた人の割
合が 80.2％であった。以上、全国障害者ス
ポーツ大会参加者のスポーツ価値意識の
変化については、4 つの項目すべてにおい
て競技性の高さを示す回答の比率が高か

った。 
 
これらの結果はスポーツ基本法に謳われ

ている「スポーツは、障害者が自主的かつ積
極的にスポーツを行うことができるよう、障
害の種類及び程度に応じ必要な配慮をしつ
つ推進されなければならない。」という点、
またスポーツ基本計画の「住民が主体的に参
画する地域のスポーツ環境を整備するため、
総合型地域スポーツクラブの育成やスポー
ツ指導者・スポーツ施設の充実等を図る。」
「スポーツ団体においては、若者や高齢者、
女性、障害者のスポーツ指導を適切に行うこ
とができるスポーツ指導者講習会等を実施
するなど、スポーツ指導者の資質向上を図る
こと」を推進していくための基礎資料となる
という点で意義あるものである。 
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